第八课　体験を話す
単語

目に遭う
遇到（倒霉事）

　  ひどい目に遭う。　　
　  悲しい目に遭う。
　  わたしはあまりいろいろな目に遭いすぎた。
すり
扒手,小偷
すりに財布をすられた。
すりに用心。
すりを働く。
財布
钱包,钱袋
財布を落とした。
財布にコインを入れる。

△財布の口を締める／紧缩开支;不浪费一分钱。
△財布の紐が長い／吝啬,一毛不拔。
△財布の紐がゆるむ／乱花钱,浪费。
　 

散らかす
弄得乱七八糟,(到处)乱扔,乱抛
ごみを散らかしてはいけない。
部屋を散らかしっぱなしにしておく。
あの子は部屋におもちゃを散らかしました。
生意気
自大,傲慢,神气活现,狂妄
生意気ざかりの少年。
生意気なことを言う。
子どものくせに生意気だね。
乱暴
１、粗暴,粗鲁,粗野;潦草,草率 [image: image1.png]


丁寧
　乱暴な女。
　乱暴な言葉づかい。
　乱暴な字。
　
２、蛮横,蛮不讲理。
　乱暴な要求。
　乱暴なことを言うな。

３、胡乱,胡来
　金を乱暴に使う。
怒る
１、生气,发怒,恼怒,大发雷霆
　怒った顔をしている
　かんかんに怒る。
　真っ赤になって怒る。
　ぷんぷん怒って帰った。
　
２、申斥,怒责　
　いたずらをしたので怒られた。
　社長にうんと怒られた。

まったく
１、完全,全然　
わたしはまったく知らない。
　あなたの考えはまったく正しい。
　彼の話はまったくのうそだった。
　　
２、实在,真,简直
　まったく驚いた。
　昨日はまったく暑かった。
　彼はまったく困った男だ。
なんと

Ⅰ（副）
　１、多么,何等
　　なんときれいな花だろう。
なんと似ていることだろう。
２、竟,竟然
　社長はなんと23歳の女性だ。
　つり銭をためたら、なんと10万円になった。
３、怎样,如何
　なんとしたことか。
　なんと答えてよいかわからない。
Ⅱ（感）哎呀,呀
　　　　なんと、それは悪者だったんですよ。
　　　　なんと、これは驚いた。

怪しい

　　　１、奇怪,可疑

　　　　　電車の中に怪しい男がいる。
　　　　　挙動が怪しい。
　　　　　怪しい足音が近づいた。
　　　２、靠不住,难以置信
　　　　　あすの天気は怪しい。
　　　　　そのニュースは根拠が怪しい。



文法

１、动词被动态
日语被动态叫“受け身”。被动是指主体处于承受动作的立场，相当于汉语的“被”，“挨”，“受”等意思。
　　日语被动态由动词未然形后续被动助动词“れる”“られる”构成。“れる”接在五段动词和サ变动词未然形后面，“られる”接在一段动词　　和カ变动词未然形后面。

	 
	基本形
	未然形
	被动助动词

	五段
	しかる
	しから
	れる

	サ变
	尊敬する
	尊敬さ
	れる

	一段
	いじめる
	いじめ
	られる

	カ变
	くる
	こ
	られる


(1)主语是人的直接被动句
以人为主语的的直接被动句，是指人直接承受他人行为的影响。句中的“王先生”是动作的承受者，用“は”表示，“学生たち”是动作的发动者，在句中作补语，用格助词“に”或“から”表示; “尊敬されています”是动词“尊敬する”的被动态。
这种被动句和主动句的关系是:
（主动句）ＡはＢを～する　→　　（被动句）ＢはＡに／から～される
（主动句）ＡはＣにＢを～する　→（被动句）ＣはＡに／からＢを～される
わたしは今日は先生に叱られた。

彼はよく同級生にいじめられた。

わたしは先生に質問されると、胸がどきどきします。

わたしは「財布を落とした」と注意されました。

(2)主语是事物的直接被动句
　被动句本来表示“谁被谁怎么样了”，所以行为的主体多用人。不过，受西方语法影响，日语被动句中也出现了一些用事物作主语的句子。这类句子的主语在主动句里是他动词的宾语，在被动句里往往用“が”表示，即使用“は”也是为了表示对比或导致否定。这类被动句往往不涉及动作的发动者，有时涉及，也常用“によって”来表示。
　　　最近、この言葉がよく使われているようです。

　　　この本は王先生によって翻訳されました。

外国からたくさんの米が輸入されています。　
あの人はとても有名で、世界の人々に知られています。

(3)间接被动句
　　所谓间接被动是指主体间接地承受了他人行为等影响，而且这种影响往往给主体带来损害，语法书上一般称这类被动句为“迷惑の受け身”或“被害の受け身”。

　①自动词构成的被动句
　　日语有少数自动词可以构成被动态。自动词构成的被动句由受害者作主语或主题。句子中的行为、作用虽然不是直接针对主语的，但结果却使主语受到了影响或损害。
　　　　友達に来られて出られなくなりました。
　　　　　昨夜子供に泣かれて、眠れませんでした。
　　　　　妹はは変なことを言って、みんなに笑われました。
　　　　　目の前に人に立たれて見えなくなりました。
　　　

　②带宾语的被动句
　　这类句子把被动者作为主题或主语，受损害的部分用“を”表示。直接被动句中也有带宾语的用法，但不同于此类被动句的是，此类句子的主体往往因承受他人的动作而受到影响或损害。　　
　　わたしは子供に携帯電話を壊されました／我的眼镜被孩子弄坏了。
　　わたしは母に大事な日記を見られた。
　　電車の中で足を踏まれた。 

2、～といえば
　　　“～といえば”前面是谈话中涉及到的人或事，表示话题是以前面提到的内容为契机而联想起来的，相当于汉语的“提起……”，“谈到……”。
「ゴールデンウィークに黄山へ行ってきました。」「黄山といえば、私も行ったことがありますよ。とても立派ですね。」
山口さんといえば、どこへ行ったのか、姿が見えませんね。

方言といえば、日本にも土地によって言葉の違いがありますね。

北京といえば、もう雪でしょう。

3、～たばかり　
　　　副助词“ばかり”接在动词简体过去时后面，表示刚刚完了。“ばかり”可后续“の”构成定语，也可后续断定助动词“だ”。相当于汉语的“刚刚……”。
日本に来たばかりで、日本についてよく分かりません。

さっき着いたばかりです。

この間買ったばかりなのに、テレビが壊れてしまった。

あの二人は仲直りしたばかりなのに、またけんかしてしまいました。

４、“～たら”表示共起

　　“たら”表示共起时，后项往往用过去时结句。而且用“たら”连接起来的前后项纯属偶然，因此后项是与说话人意志无关的事实。

　　　　けちと言ったら殴られた。

　　　　空港に着いたら友達が迎えに来ていた。

　　　　お風呂に入っていたら、電話がかかってきた。

　　　　少し眠ったら、すっかり気分がよくなった
５、动词连用形＋てばかりいる
　　“～てばかりいる”接在动词连用形下面，表示频繁地进行某一行为，而对于该行为或状态，说话人是不满意的，相当于汉语的“老是……”，“一味……”，“光……”。
　　　　　テレビを見てばかりいると、目によくないよ。

　　　　　遊んでばかりいないで、少しは手伝ってください。

　　　　　彼は寝てばかりいる。

　　　　　母は朝から怒ってばかりいる。

６、动词自发态
　　　助动词“れる”“られる”接在动词未然形后，除了表示被动、可能以外，还能表示动作不由自主地产生。相当于汉语的“禁不住”，“不由地”等。可做动词自发态的动词大多是和情感有关的动词。
例如：思い出す→思い出される　　　考える→考えられる　
           この写真を見て、昔のことが思い出された。

　　　　　　もう春が近づいたように感じられる。

　　　　　　私もそんなふうに考えられます。

７、“ある”表示拥有

“ある”除了表示存在，还能表示拥有。相当于汉语的“有”，“持有”等。

　　　わたしはパソコンがあります。
　　　わたしは姉と兄があります。
　　　彼にはふたりの子があります。
　　　お金はありますが，今ここには持っていない。
　　

８、动词未然形＋う（よう）とする
　　　“动词未然形＋う（よう）とする”表示就要做某动作或某种作用就　要发生。相当于汉语的“想要……”，“就要……”。
　　風呂に入ろうとした時、電話がかかてきました。

　　　出掛けようとした時雨が降ってきました。

　　　金を払おうとしたとき、財布をすられたことに気がつきました。

９、关于“ふうだ”
　　　“ふうだ”是形容动词形活用，常接在“こ（そ·あ·ど）んな”和“こ（そ·あ·ど）ういう”下面，表示方式和状态。
　　どんなふうに話せばいいんですか。

　　　私もそんなふうに考えられます。

　　　そういうふうに言われたら困りますよ。

前文

　日本語科の王先生は授業には熱心だし、学生には親切だし、みんなから尊敬されています。王先生の会話の授業ではいつも活発なやりとりが行われています。李さんは一年生の時に、王先生に教わったことがあります。彼は勉強の態度がまじめで、成績がよかったので、王先生によくほめられていました。でも、同級生とけんかをして、しかられたこともありました。
けんかといえば、李さんも横山さんも子供のころ、よく兄弟げんかをしました。しかし、李さんも横山さんもおとなになってからは兄弟と仲がよくなり、お互いに助け合うようになりました。
　上海の町では、いつも交通が混雑しているので、李さんは二度もひどい目にあいました。一度は後の人におされて、手にけがををしてしまい、もう一度は人に足を踏まれて、血がたくさん出てしまいました。ひどい目といえば、横山さんも、一度はすりに財布をすられ、もう一度は悪者に襲われたそうです。
会話

横山　日本語科の王先生は学生たちに尊敬されていますね。
李　　ええ、王先生は授業には熱心だし、学生には親切だし、みんな
　　　からとても尊敬されています。 
横山　李さんは王先生に教わったことがありますか。
李　　ええ、あります。一年生の時に日本語の発音と会話を教えてい
　　　ただきました。会話の授業ではいつも活発なやりとりが行われていました。 
横山　王先生はよく学生をほめますか。
李　　ええ、成績がよかったらほめます。
横山　李さんも王先生にほめられたことがありますか。
李　　ええ、あります。勉強の態度がまじめで、成績がよかったというので、　ほめられました。
横山　しかられたことがありますか。 
李　　ええ、しかられたこともあります。
横山　何でしかられたのですか。
李　　同級生と口げんかをしてしかられました。
横山　どうして口げんかをしたんですか。
李　　ある日、掃除したばかりの教室に紙くずを散らかすので、
　　　私がきれいに掃けと言ったら

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_2/lesson_8/2_8_a.htm" \l "28" 生意気だと言ったんです。それで、口げんかになってしまいました。 
横山　教室を散らかしたりするのはよくありませんね。
李　　ええ。でも、私も悪かったんです。言葉づかいが乱暴だったので、彼は怒ってしまったんです。 
横山　丁寧に言えば、けんかにならなかったかもしれませんね。
李　　ええ。でも、次の日に仲直りしてお互いにそれからはけんかをしな
　　　いことにしました。横山さんはけんかをしたことがあり
　　　ますか。 
横山　けんかといえば、子どものころ、兄弟げんかをずいぶんしました。
　　　弟と妹をいじめてばかりいると言って、よく母にしかられまし
　　　た。今でも、ときどき昔のことが思い出されます。李さんは兄弟
　　　がありますか。 
李　　はい、あります。
横山　何人兄弟ですか。
李　　私を入れて三人です。子どものころ、兄によくだまされたり、なぐられたりしました。 
横山　でも、兄弟げんかをしてしかられるのは、たいていお兄さんのようですね。
李　　ええ、兄のほうがいつも両親にしかられていました。私は末っ子だったから、特に甘やかされていたらしいんです。横山さんは今弟さんと妹さんをよくかわいがっているでしょう。 
横山　ええ、高校生になる前までは、いつもけんかをしていましたが、
　　　高校の時、父に死なれて、暮らしが大変困ってしまいました。そ
　　　のときから弟と妹に勉強を助けてやったりして、かわいがるよう
　　　になりました。李さんも今お兄さんと仲がいいでしょう。 
李　　ええ、私たちもおとなになってからは、一度もけんかをしたこと
　　　がありません。
横山　おや、李さん、どうしたんですか。あなたのその手の傷は。
李　　この傷ですか。
横山　そうです。ずいぶんひどい傷ですね。 
李　　ええ、この間、バスに乗ろうとした時、後ろからおされてころびました。これはその時の傷です。 
横山　それは危なかったですね。 
李　　ほんとうですね。上海のバスは込み合いますから気をつけないと大変なことになります。私がけがをしたのはこれで二度目です。 
横山　前にもけがをしたことがありますか。
李　　ええ。前には、バスの中でだれかに足を踏まれました。ちょうどその時、　サンダルをはいていたので血がたくさん出て、しばらくは歩けませんでした。それに、その日、帰る途中、大雨に降られてほんとうに困りました。 
横山　それはひどい目にあいましたね。 
李　　ええ。ところで横山さん、あなたは何かひどい目にあったこと
　　　がありますか。 
横山　ええ、ありますよ。まだ日本にいたころのことなんですけど、
　　　込んだ電車の中ですりに財布をすられました。 
李　　そうですか。それは災難でしたね。まったく油断ができません
　　　ね。ほかに、何かこわい目にあったことがありますか。 
横山　こわい目ですか。
李　　ええ。
横山　ありますよ。ある日、私は一人で郊外をドライブしている時に、ヒッ
　　　チハイクをしている若い二人連れを乗せたんです。そうしたら、なんと、それは悪者だったんですよ。 
李　　ええ！それで？
横山　ええ、ナイフを突きつけられて、あり金を全部取られてしまったんです。
李　　へええ、はじめ、あやしいとは思わなかったんですか。
横山　とてもそういうふうには見えませんでしたからねえ。
李　　そうですか。ほんとうに危なかったですね。
横山　ええ、それからは、知らない人は絶対に乗せないことにしました。
